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(2) 現代の住生活に必要な単位空間を 3 つの系に分類し，それらを自由に分離または結合するための間
合いの機能を担うものとして，新たに連結空間の存在を定義し，その設計手法を明らかにしている口
(3) 連結空聞による空間連結手法を，ケーススタディとして 50 の実施設計に適用し， その設計条件，
設計過程ならびに空間効果を考察検討するとともに，公表可能な事例について居住者の実生活を通じ
て出された評価を示して，その実効性を明らかにしている。
(4) 設計過程における居住者の参加とその処方ならびに効果についても，設計実例を通して明らかにし
ている。
以上のように本論文は，住居設計の連結手法とその空間効果に関して独自の方法を開発し，多くの新
しい知見を得たものであり，建築計画学の発展 iこ寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文
として価値あるものと認める。
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